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「無断欠勤は懲戒解雇だ！」
Ａには、上司のＢ課長の言っている
意味をすぐに理解できなかった。
「ちょ、懲戒解雇って、どういうこと
ですか？」
「懲戒解雇は、…懲戒解雇だ…」
「クビ、っていうことですか？」
「だから…何度も言わせるな」
「えっ…どうして…」
「無断欠勤をしただろ。だから…」
「無断欠勤なんて、してません」
「先月末の朝番のときだよ」
「先月末…！？」
「なんだ、忘れたのか」
「…」
「開店準備をＣに任せただろ」
「えっ、そのことですか？」
「そうだ」
「それが何で無断欠勤なんですか？朝
の当番をＣに変わってもらったのが問
題なんですか？」
「俺に連絡が無かった」
「はぁ…そんな連絡必要あったんです
か？」
「何を今さら言っているんだ。当然だ
ろ」
「今までそんな連絡をしろとか言われ
たことはないし、他に誰がそんな連絡
をしてるんですか？」
「…開き直るな。素直にあやまればい
いんだよ。お前は何でもそうやって俺
に盾突く。胸糞悪い…」
「おかしいものはおかしいじゃないで
すか…」
「おまえ…」
「それに、その日は欠勤してません。
始業時間には間に合うように出勤して
います」
「屁理屈ばかりこねやがって…」
「屁理屈は課長の方です。朝番の交代
を課長に知らせなかったら、無断欠勤
で懲戒解雇になるんですか？」
「…」
「もうよろしいでしょうか。退勤時間
を過ぎてますので」
そういうとＡはそそくさと帰宅し
た。
「それ、懲戒解雇じゃないですから」
Ａに反論をされて収まらないＢ課長
は、Ｄ人事部長に対応策を相談した
が、それはＢのミスだという。

「だって部長は、
連絡が無かったこ
とを問題にすれば
いい、って…」
「懲戒解雇だなん
て、一言も言って
いないが…」
「…」
「また大騒ぎされ
そうだな。遅刻も

していないのに、無断欠勤で懲戒解雇
と言われた、とか…」
「…クソッ…」
Ｄ部長の推測通り、Ａは組合事務局
に駆け込んでいた。
「それは酷いね」
「Ｂ課長は何でも滅茶苦茶なんです」
「話はよく聞いているよ」
「じゃあ、何であんな課長をクビにし
ないで、放っておくんですか？」
「それは人事が考えることだからね」
「会社の肩を持つんですか？」
「組合にはそんな権限無いもの…」
「それじゃあ、団交で…」
「団交…！？これまで団交なんてした
ことないよ。そんなことしたら…」
「それじゃ、何にも…」
「Ｄ人事部長には、懲戒解雇の件はお
話しておきます」
「それだけですか？」
「それだけ、って…」
「Ｂ課長の解雇です！」
「それは無理というもので…」
「サービス残業もさせられています。
自分はパソコンでゲームしてるくせに
…」
「それは…ちょっと待って、いつの
話？」
「そんなの、いつもです」
「いつも、って言われても…」
「だって、Ｂ課長の話をよく聞いてい
るんでしょ」
「それは…」
「わかりました。もういいです」
そう言うなり、Ａは出て行った。
「君も分かっているだろうが…」
Ｄ人事部長は、組合事務局のＥ委員
長とひざを突き合わせていた。
「いずれにしてもＡを何とかしろ、と
いうのが社長の厳命だ」
「しかし、懲戒解雇、とは…」
「Ｂ課長は何もわかっていない。脅し
の材料にするだけのはずが、差し手を
誤った」
「また、Ｂ課長ですね…」
「まったく、良いコンビだよ」
「ＡとＢ課長ですか」
「ああ。いつも二人で訳の分からない
やり取りをしている」
「今回もそのとばっちりですからね」
「だがＢを非難しても始まらない」
「はい」
「何らかの処分をするべきだろう。Ａ
を黙らせるためには」

「処分、ですか？」
「うむ。懲戒処分だ。けん責程度な
ら、リスクも無いだろう」
「ですがＡはまた騒ぎ立てるかと…」
「そこをうまく収めるのも、君の仕事
だろ」
「ですが、今回Ａは、もういいです、
って勝手に引き上げましたが」
「また来るよ」
「…確かに、そうですね」
「だいたいＡを相手にするようなとこ
ろは無いんだから」
「正直に言って、手を焼いています」
「君だけじゃないよ。」
「ただ…」
「ただ、何だ？」
「問題の原因はＢ課長にあるかと…」
「いいか、今回の問題は、何が原因と
か、何がまずいとか、そういう問題で
はない、ということだよ」
「…」
「Ａを離職させることが目的だという
ことを、よく理解するべきだ」
「…」
間もなく、Ｄ人事部長はＡに対する
懲戒処分を決め、書面で通知した。こ
れを見たＡは絶句した。何で…？でも
処分内容は懲戒解雇ではなく、けん責
処分で始末書を提出するよう命じられ
ている。
「こんなの、おかしいです！」
案の定、Ａは組合事務局にいた。
「でも、Ｂ課長に連絡しなかったこと
は事実なんだろ？」
「それはそうですけど、そんな連絡す
る人はいません」
「就業規則には、上長への連絡が義務
付ける規定があるよ」
「そんな…私、本当に懲戒処分なんで
すか」
「書面が出てるからね…」
「こんなのおかしいです。何とかして
ください」
「処分が決まった以上、何かすると言
っても…」
「じゃあ、会社は何をしても良い、っ
て言うんですか！？」
「そんなこと言っていないよ。それよ
り、あんまり会社に盾突くのもどうか
と…そう思わない？」
「素直に従え、と…」
「まぁ…けん責処分だしね。とりあえ
ず始末書を出せばいい訳だし」
「納得できません！」
「じゃあ、どうするの」
「それを助けてくれるが、組合じゃな
いんですか？」
「…ウチは会社内組合だし…」
「組合費は、一体何に使ってるんです
か？困ったときに、助けてくれるため
じゃないんですか？」
「それは…組合を運営するためには、
まぁ、いろいろと費用が…」
「私は何もしてもらっていません」
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「…」
これ以上何を言っても駄目だ。組合
委員長のＥは、だんまりを決め込ん
だ。Ａも、何も答えないＥにしびれを
切らし、
「もういいです！」
と席を立った。腹の虫がおさまらない
Ａは、この気持ちを伝えようと労基署
に向かった。既に顔なじみ（？）の担
当官のＦは、Ａと目が合うと、渋い表
情をした。
「懲戒処分と言われました」
「懲戒処分？本当に？何で？」
「遅刻の連絡をしなかったから…」
「それで、どんな処分？」
「始末書を出せ、と」
「けん責処分ね」
「はい。でも上司は、最初は、無断欠
勤で懲戒解雇って、言ったんです」
「欠勤したんですか」
「ちゃんと始業時間に間に合うように
出勤しました」
「それじゃあ、欠勤でもなければ、遅
刻でもないでしょ」
「そうなんです、ひどいんです」
「懲戒処分は無効ですね。撤回するよ
うに求めてみてはどうですか」
「それだけじゃないんです。Ｂ課長は
サービス残業を私にさせて、自分はゲ
ームをしてるんです。それなのに組合
のＥさんは、会社に文句を言うな、と
か…、だってＥさんだってＢ課長がど
んなに悪い人か知ってるんですよ。そ
れなのに、何で私が処分されなきゃな
らないんですか。組合費まで払ってい
るのに…」
担当官のＦは、また始まった、と顔
をしかめた。いつまでＡのキリがない
話に付き合わされるのか、気が遠くな
りそうなＦは、話をまとめた。
「とにかく、懲戒処分は無効だから撤
回して、とだけ求めたらどうですか」
「それだけですか？」
「あんまりいろいろ言うと、何が問題
か分かってもらえなくなりますよ」
そう言われたＡは、何だかよく分か
らなかったが、取りあえず、言われた
通り、Ｄ人事部長に、
「懲戒処分は無効なので、撤回してく
ださい」
とだけ伝えることにした。
Ｄ人事部長は、表向きは冷静さを保
っていたが、Ａが図星を突いてきたこ
とに、ひどく動揺していた。いつもな
ら、訳の分からないことをまくし立て
るのに、余計なことを何一つ言わなか
ったことも、Ｄを疑心暗鬼にした。こ
れは下手をすると、まずい展開になる
かもしれない、そう思ったＤ人事部長
は、一旦処分を取り下げ、始末書では
なく、問題のついての報告書を書いて
出すように命じた。その内容を見て、
処分は判断する、とＡに告げた。
Ａは、思いのたけを書き散らした。

「なんだ、これは？」
「報告書です」
「何を書いているのか、さっぱりわか
らない」
「これまでのＢ課長や、組合や、部長
に言われたことを書いたんです」
「これでは話にならんな。やっぱり懲
戒処分だ。きちんと始末書を書けるま
で出社に及ばず」
「会社に来るな、っていうんですか」
「そうだ」
「なんで、なんで…」
「まともな文章も書けないんでは、仕
方がないだろう」
「文章の問題なんですか？」
「君の態度に問題がある」
「じゃあ、何を、どうすればいいんで
すか、私が何を直せばいいんですか」
「それを自分で考える必要がある」
「…」
ショックで何も考えられなくなった
Ａは、弁護士に相談した。
「これ、会社はあなたを辞めさせよう
としているのは、間違いない」
「やっぱり…」
「ここで自分から辞めます、と言った
ら、自己都合退職になっちゃう」
「じゃあ、どうすれば…」
「まず、やっぱり懲戒処分だなんて認
められないことですから、処分の無効
を告げて、処分を撤回しない場合に
は、法的に争う、とでもいってみたら
どうですか」
Ａは意を決してＤ人事部長との面談
に臨んだ。Ａが申し込んだ面談だった
が、Ａの言葉を遮るように、Ｄが威圧
的に告げた。
「君には会社を侮辱した重大な非違行
為がある。したがって懲戒処分は免れ
ない。だが、これからの転職活動など
を考えれば、懲戒処分は君にとって間
違い無く大変な不利になる。もしここ
で自発的に退職届を書いて出せば、懲
戒処分は撤回する」
本当に退職勧奨されている。Ａの心
拍数が急に早くなった。
「懲戒処分は無効です」
Ａにとって精一杯の反論だ。ここで
退職勧奨に応じたら、自己都合退職…
そんなこと、絶対認められない。する
と、Ｄは妙なことを言い出した。
「君はこれまで、会社に尽くしてくれ
た。本来であれば退職金は出ないが、
特別に慰労金を出す」
そんなものに誤魔化されるか…Ａは
自分がバカにされているようで、腹が
立った。が、次の瞬間、思わずテーブ
ルの上を凝視してしまった。Ｄ部長
が、おもむろに一万円札の束をドンと
置いたのだ。
「この領収書に、サインしてくれる」
Ａは無意識に、領収証にサインをし
て、自分のカバンの中に、その札束を
しまい込んでいた。

オフィスハラダが運営するハラスメン
ト相談窓口は、開設以来十数年、年間
千件を超える相談対応実績がありま
す。ご相談内容は、ハラスメントに限ら
ず、多方面のテーマにまたがる多岐に
渡る内容ですが、いずれのご相談にも
一貫して変わらない対応は、「問題の
社内的解決を第一に考えたアドバイス
に徹している」ということです。
労使の対立関係を前面に押し出さ
ず、いかにすれば平穏迅速に、問題の
収束を図ることができるか、この点に
最もエネルギーを注ぎます。なぜなら
ば、問題の社内的な解決は、労使双方
にとって、物心両面にわたる負担とスト
レスを最小限に抑える方法であり、最
も望ましいものだからです。
この相談窓口を御
社の社外相談窓口と
してご活用ください。
詳しくはウェブで。携
帯からは右のＱＲコー
ドでご覧ください。

人事・労務に関するお悩み・疑問をスッ
キリ解消します。
□労務管理の改善提案をします
□就業規則などの諸規程の作成・見直し
をサポートします。
□トラブルの未然防止を図ります。
□万が一の問題発生時には、平穏迅速
な解決を促進します。
「今すぐ相談したい」…下記URL
https://officeharada.org/consulting/contact/

からすぐにご相談頂け
ます。初回ご相談メー
ルは無料です。携帯か
らは右のＱＲコードでご
覧ください。

「人事労務のリスク管理メモ」
記事内容についてのご意見・ご質問は
e-mail：info@officeharada.org

TEL：050-3301-6118
FAX：050-3730-4575
定期購読（無料です！）はお気軽に…
詳細は https://officeharada.org/nl/
バックナンバーも掲載中！ご覧下さい
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必要な時に、必要なサポートを、必要な
だけ。これがオフィスハラダの

「相談顧問」
https://officeharada.org/consulting/

当事者の真意を読み取り、問題に対す
る認識のギャップを埋め、話をつなぐ

オフィスハラダの
「社外相談窓口」

https://officeharada.org/helpline/


